様式例４－１
（様式第１号）
　　　年度フッ化物洗口実施計画

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市町村立　　　　　学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校長　　　　　　　　　　

１．目　　　的
　　フッ化物洗口の実施により効果的なむし歯予防と歯科保健の向上を図る。

２．実施日期間

年　　月　　日（　）より

　　　　年　　月　　日（　）までの毎週　　曜日　　時より

３．内　　　容

　　フッ化物洗口液１０mlを、使い捨ての容器（紙コップ）に入れ、週１回１分間の洗口を行う。

４．実施方法
　　（１）事前に「フッ化物洗口希望の有無」を調査用紙により確認。

　　（２）希望者だけに実施。希望しない児童生徒は水道水で一緒にうがいする。
５．洗口液
　　洗口液の処方は学校歯科医、調製は学校薬剤師が行い　　市町村教育委員会
から事前に学校へ届けられるものとする。

６．実施手順・役割分担

　　別紙１「フッ化物洗口の手順」・別紙２「役割分担表」



様式例４－２
（別紙１）
フッ化物洗口の手順

〈洗口液の管理〉

１．歯科医の指示のもと学校薬剤師が調製したフッ化物洗口液が届く。

２．フッ化物洗口液は、フッ化物洗口実施まで保健室で施錠のもと保管する。

〈実施手順〉

３．養護教諭が洗口液をクラス分に分け、各学級の係児童・生徒が、フッ化物
洗口の道具を保健室から学級に運ぶ。

４．クラス担任が一人ひとりの紙コップにフッ化物洗口液（水道水）を１０ml
入れ、それぞれティッシュペーパー２枚を用意する。

５．着席し、担任の合図で一斉に口に含み、ブクブクうがいをする。
　　※　１分タイマーをセットする。

　　※　①　フッ化物洗口液が全部の歯に回るよう、歯と歯を合わせたまま､左、右、

　　　　　前へフッ化物洗口液を移す。

　　　　②　まっすぐ前をむき、ふざけて笑ったり、笑わせたりしない。

　　　　③　フッ化物洗口液は飲み込まない。

６．合図でうがいをやめ、フッ化物洗口液を紙コップにはきだし、ティッシュ
ペーパーで口をふいて紙コップの中に入れる。

７．使用済みの紙コップをゴミ袋に入れ、ゴミ集積場所へ運ぶ。

８．余ったフッ化物洗口液は、水飲み場に捨てる。

９．他のフッ化物洗口の道具は、保健室に返す。

　　※　フッ化物洗口の効果を低下させないため、洗口後３０分間は飲食物をとらないような時間帯を設定する。


様式例４－３
（別紙２）
役　割　分　担　表

	役　　　　割
	担　当　者
	備　考

	洗口液の各クラスへの分配
	
	

	水道水の各クラスへの分配
	
	

	その他の用具の分配
（紙コップ、ティッシュ、ゴミ袋）
	
	

	洗口の実施
	
	

	事前・事後の指導
	
	

	用具の保管・消毒
	
	

	洗口液の管理･保管
	
	


※　担当者欄には職・氏名等を記入してください。

様式例４－４
（別紙３）
　　年　　月　　日

　　　市町村教育委員会
教育長　　　　　　　　　　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校　長　　　　　　　　　　　

フッ化物洗口申込状況報告書

	
	１学年
	２学年
	３学年
	４学年
	５学年
	６学年
	合計

	組
	
	
	
	
	
	
	

	組
	
	
	
	
	
	
	

	組
	
	
	
	
	
	
	

	組
	
	
	
	
	
	
	

	組
	
	
	
	
	
	
	

	組
	
	
	
	
	
	
	

	特別支援

学　級
	
	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	
	
	


フッ化物洗口希望者の人数をご記入ください。

必要ボトル数（学級数）：　　　本
※　５．洗口液について


当様式例は、学校薬剤師が調製したフッ化物洗口液が学校へ届けられる内容となっています。


学校で調製を行う場合は、


「洗口液の処方は学校歯科医、調製は養護教諭が行い、フッ化物洗口剤（顆粒の薬剤）は市町村


教育委員会から事前に学校へ届けられるものとする」など、適宜修正してご活用ください。





※　<洗口液の管理>１．について


当様式例は、学校薬剤師が調製したフッ化物洗口が学校へ届けられる内容となっています。


学校で調製を行う場合は、


「歯科医の指示のもと養護教諭がフッ化物洗口液を調製する。」など、適宜修正してご活用ください。









